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  令 和 ５ 年 ２ 月 定 例 会 
 

代  表  質 問 通 告 書 一 覧   （ ２月２７日 ） 
 

 質 問 者 名              質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨 
答弁を求める 

理 事 者 

  

 

 

 

 

 

（３８番） 

森山 賀文  

(新政なら) 

【一括質問】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の開催につい

 て 

 

（１）開会式を開催するため、どのような施設を検討している

のか。 

 

（２）橿原市と協議を進めている県立橿原公苑と橿原市立運動

公園の一体的なスポーツ拠点施設整備に関して、知事の考

えを伺いたい。 

 

（３）国民スポーツ大会等の開催に向けた各種競技種目の施設

整備について、現在の進捗状況を伺いたい。 

 

２ 地域デジタル化の推進について 

 

   県民生活のさらなる利便性の向上を図るため、県は今後、

地域のデジタル化をどのように進めていくのか。 

 

３ （仮称）奈良県立工科大学の新設について 

 

   （仮称）奈良県立工科大学は、新たな大学として設置す

る方針が示されているが、どのようなねらいを持って新設

しようとしているのか、知事の考えを伺いたい。 

 

４ 世界遺産登録の推進について 

 

   「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」の２年後の世界

遺産登録に向けた、現在の進捗状況と今後の取組について、

伺いたい。 

 

 

 

知 事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知 事 

 

 

 

 

知 事 

 

 

 

 

 

知 事 
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 質 問 者 名              質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨 
答弁を求める 

理 事 者 

  

（３８番） 

森山 賀文  

(新政なら) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 地域おこし協力隊について 

 

   過疎地域の不安を少しでも解消するためには、地域おこ

し協力隊員に、任期の終了後も定住・定着してもらうこと

が重要と考えるが、隊員の定住化に向け県はどのように取

り組んでいくのか。 

 

６ 県庁における働きやすい職場環境づくりについて 

 

   メンタルヘルス不調により多くの職員が長期病休してい

る状況にあるが、県はこれまでどのように対策を講じ、ま

た、今後どのように取り組もうとしているのか。 

 

７ 橿原市域の鉄道や駅を軸としたまちづくりについて 

 

（１）奈良県立医科大学前に設置される新駅は、現在どのよう

な状況で、新年度以降どのように進められるのか。また、新

駅周辺のまちづくりについても、あわせて伺いたい。 

 

（２）ＪＲ畝傍駅舎や接続する線路について、まちづくりの観

点から、今後どのようにあることがより望ましいと考えてい

るのか、知事の所見を伺いたい。 

 

８ 県立高校における課題について 

 

   県立高校には様々な課題があると考えるが、北部地域の

いわゆる進学校で不合格だった生徒の県外への流出や、南

部地域の高校の生徒数減については、今後、どのように改

善していくのか。また、生徒の進学先の選択肢を広げるた

めには、現在設置されている学生寮を活用することが効果

的と考えるが、どのように取り組んでいくのか。 

 

９ 特殊詐欺対策について 

 

   県内における特殊詐欺の発生状況と、その特徴について

伺いたい。また、高齢者をはじめ県民が特殊詐欺被害に遭

わないよう、県警察本部はどのように取り組んでいるのか。 

 

 

 

知 事 

 

 

 

 

 

 

知 事 

 

 

 

 

 

知 事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

警察本部長 
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質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨 
答弁を求める 

理 事 者 

 

（３８番） 

森山 賀文  

(新政なら) 

 

 

 

10 運転免許センターの整備について 

 

   老朽化の進む運転免許センターについて、今後、どのよ

うに整備を進めていくのか。 

 

警察本部長 

 

 

  

 

 

 

 

 

（２６番） 

山村 幸穂  

(日本共産党) 

【一括質問】 

 

 

１ 「奈良新『都』づくり戦略２０２３」について 

 

   今後の奈良県発展のため、費用対効果の不明な「リニア

関連３点セット」等の大型開発計画は見直し、県民の身近

な暮らしや子どもの未来に寄り添った施策へ転換するべき

と考えるが、知事の所見を伺いたい。 

 

２ 非正規雇用労働者の正規雇用化について 

 

      非正規雇用労働者の正規雇用化を進めることは重要と考

えるが、県はどのように取り組んでいくのか。 

 

３ 新型コロナウイルス感染症の５類への見直しについて 

 

   新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が５類に

見直された以後も、医療費やワクチン接種費用の公費負担、

学校や施設等でのＰＣＲ検査、発熱相談窓口の設置など、

必要な新型コロナウイルス感染症対策が継続されるよう県

から国に求めるとともに、県においても継続することが必

要と考えるがどうか。 

 

４ 地域医療構想について 

 

   地域医療構想の下で急性期病床の転換が進められている

が、今後の感染症対策、コロナ感染症に代わる新たな感染

症の発生のおそれも指摘されている中で、急性期病床は削

減せず拡充していくことが必要と考えるがどうか。 

 

 

 

 

 

 

知 事 

 

 

 

 

 

 

知 事 

 

 

 

 

医療政策局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療政策局長 
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 質 問 者 名              質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨 
答弁を求める 

理 事 者 

 

（２６番） 

山村 幸穂  

(日本共産党) 

 

 

 

 

 

 

 

５ 平群町のメガソーラー開発計画について 

 

（１）開発等に伴う防災調整池の審査は、河川整備課所管の技

術基準に従っていると聞くが、平群町のメガソーラー開発

計画において事業者が設置する調整池の容量の算出につい

て、県はどのような基準に従い審査したのか。 

 

（２）平群町のメガソーラー開発計画がこのまま進んでいくこ

とについて、住民は不安を抱いておられるが、今後、県は

この不安に対してどのように対応しようとしているのか。 

 

 

 

 

県土マネジメント 

部 長 

 

 

 

水循環・森林・ 

景観環境部長 

  

 

 

 

 

 

（１６番） 

清水 勉   

(日本維新の  

会) 

【一括質問】 

 

 

 

１ 大阪・関西万博について 

 

（１）大阪・関西万博を訪れる観光客に奈良に泊まってから万

博会場に行って頂けるような仕掛けづくりについて、今後

どのように取り組んでいくのか。 

 

（２）大阪・関西万博の開催期間中に県内の子どもたちが万博

会場を訪れる機会を創出すべきだと考えるが、知事の所見

を伺いたい。 

 

２ ２０５０年ゼロカーボンシティを目指すための取組につい 

 て 

 

（１）県は市町村とともにゼロカーボンシティを目指して取り

組むべきであり、県内市町村それぞれの特性に応じた手法

を提案し、市町村の取組を促進すべきと考えるが、知事の

所見を伺いたい。 

 

（２）脱炭素社会の構築に向け重要な施策であるＥＶの普及に

向け、ＥＶ充電スポットの計画的な整備方針や、災害時に

備え、公共及び民間の大規模な駐車場への設置基準を策定

すべきと考えるがどうか。 

 

 

 

 

 

知 事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知 事 
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 質 問 者 名              質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨 
答弁を求める 

理 事 者 

 

（１６番） 

清水 勉   

(日本維新の  

会) 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 大和川水系の人口密集地区における洪水対策について 

 

（１）昨今の気候変動による影響を踏まえた河川整備計画の見

直し等が必要と考えるが、大和川水系の人口密集地区にお

ける洪水対策をどのように進めていくのか。 

 

（２）バックウォーター現象による浸水被害発生に対し、溢水

や最悪の事態である堤防決壊までの時間を少しでも引き延

ばす対策についてどのように取り組んでいくのか。 

 

４ 王寺駅周辺のまちづくりについて 

 

   少子化が続いている現状で、将来を見据え、地域全体が

栄えるまちづくりを推進するために、県は王寺町とどのよ

うに協働して王寺駅周辺のまちづくりを進めていくのか。 

 

 

 

知 事 

 

 

 

県土マネジメント 

部 長 

 

 

地域デザイン推進 

局    長 

 

  


